
宗 MUNAKATA 像 平成19年7月 1 日日曜日

初
夏
の
潮
香
る
五
月
二
十
七
日
、
年
に
一
度
一
般
参
拝
者
の
渡

島
が
許
さ
れ
る
沖
津
宮
現
地
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

三
月
下
旬
よ
り
、
全
国
か
ら
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
々
の
中
か

ら
、
厳
正
に
選
定
さ
れ
た
約
二
五
0
名
の
参
拝
者
は
、
前
日
の
二

十
六
日
に
筑
前
大
島
に
参
集
。
同
島
の
中
津
宮
社
務
所
で
受
付
を

済
ま
せ
、
午
後
六
時
か
ら
斎
行
さ
れ
た
沖
津
宮
渡
島
安
全
祈
願
祭

に
参
列
し
、
無
事
の
渡
島
が
祈
念
さ
れ
た
。

祭
典
終
了
後
、
神
島
宮
を

司
よ
り
明
日
の
大
祭
斎

行
の
意
義
、
葦
津
禰
宜
か

ら
は
渡
航
に
際
し
て
の

総
括
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
参
拝
者
は
八
班

に
分
か
れ
、
担
当
神
職
よ

り
の
諸
注
意
が
あ
り
一

同
解
散
、
各
自
大
島
の
宿

泊
施
設
に
参
籠
し
た
。

当
日
は
昨
年
と
違
い

晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
列
者

は
午
前
七
時
三
十
分
大

島
渡
船
「
し
お
か
ぜ
」
、
海

＄
富
鵬
馳
大
祭

創
晴
天
の
中
、
約
二
五

0
名
が
渡
島
参
拝
＼

宗

[ 

つきなみ

1 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭

引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(1 5 日）

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

7月祭事暦

|24日中津宮七夕揮篭会
午前9時

於＝筑前大島中津宮

|31 日夏越の大祓神事
午後5時～大祓式

於＝神門前

引き続き夏越祭

於＝本殿

今
、
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
が
熱
い
▼
地
鶏
と

言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
薩
摩
地
鶏
が
そ
の

代
名
詞
で
宮
崎
産
は
二
番
手
と
見
ら

れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
現
知
事
就

任
直
後
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
県
下

に
猛
威
を
振
る
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
情
報
開
示
と
説
明
努
力
に
よ
り
宮

崎
最
強
の
観
光
物
産
に
甦
っ
た
。
そ
の

第
二
段
が
、
知
事
自
ら
広
告
塔
と
な
り

連
日
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
る
例
の
完
熟
マ

ン
ゴ
ー
で
あ
る
▼
同
知
事
と
い
え
ば
、

保
守
王
国
宮
崎
で
ま
さ
か
の
タ
レ
ン
ト

候
補
か
ら
の
当
選
と
し
て
、
全
国
か
ら

強
烈
な
注
目
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
評

価
も
様
々
だ
が
就
任
以
来
の
歩
み
を
振

返
れ
ば
以
外
に
手
堅
く
厚
み
が
あ
り
、

着
実
な
改
革
ぶ
り
と
も
捉
え
ら
れ
て
い

る
▼
そ
の
最
た
る
所
が
観
光
重
視
だ
。

か
つ
て
宮
崎
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
で

南
国
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
売
り
に
し
て
き

た
が
、
今
や
海
外
旅
行
も
手
軽
に
出
来

る
時
代
と
な
り
風
化
著
し
く
、
そ
の
再

建
が
緊
急
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

を
「
日
本
発
祥
の
地
を
国
内
外
に
発
信

す
る
。
宮
崎
は
神
話
・
伝
統
・
歴
史
、
こ
れ

一
本
で
い
く
。
」
と
就
任
一
ヶ
月
後
に
表

明
し
大
転
換
を
進
め
て
い
る
▼
福
岡
は

九
州
の
中
心
地
と
し
て
自
負
し
、
経
済

も
他
県
よ
り
恵
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
故

に
歴
史
的
な
史
跡
地
へ
の
観
光
開
発

は
、
後
進
地
域
だ
と
も
言
え
る
。
こ
の
物

産
と
歴
史
的
追
産
と
を
連
動
さ
せ
て
い

＜
宮
崎
の
活
力
を
我
々
も
見
習
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

(
D
.
s
)
神具・装束

令井

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

心 電話福岡（四2)65_1-9456番
肉本店〒600-823l 京都市下京区油小路六粂北入

電話 (075)341-3341 （代）～4番
(075)343-3341 番

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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上
タ
ク
シ
ー
「
第
二
宝
栄
丸
」
、
チ
午
前
九
時
十
五
分
頃
、
全
船
沖
ノ
一
家
・
皇
室
の
安
泰
、
そ
し
て
日
本
ぞ
れ
帰
路
に
つ
い
た
。

ャ
ー
タ
ー
船
の
「
恵
比
寿
丸
」
「
恵
島
に
到
着
、
一
同
直
ち
に
海
中
に
海
々
戦
で
命
を
か
け
て
戦
っ
た
日
一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な
『

比
寿
丸
I
I
」
「
ア
ク
ア
シ
ャ
イ
ン
」
て
楔
を
行
い
、
心
身
共
に
清
め
、
沖
露
両
国
の
兵
士
を
讃
え
・
世
界
平
い
女
性
・
子
供
は
、
沖
津
宮
祭
典
と
一

の
各
船
に
乗
船
。
家
族
、
沖
・
中
両
津
宮
御
祭
神
「
田
心
姫
神
」
の
鎮
ま
」
和
を
祈
る
祝
詞
を
奏
上
。
続
い
て
]
同
時
刻
に
斎
行
さ
れ
た
、
大
島
の

宮
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
を
は
じ
め
る
御
本
殿
へ
と
原
生
林
の
生
い
茂
宮
司
以
下
各
代
表
者
が
順
次
玉
串
「
沖
津
宮
遥
拝
所
」
で
の
祭
典
に
参

と
し
た
大
島
島
民
の
見
送
り
受
け
＿
る
四
百
段
に
及
ぶ
参
道
を
進
ん
；
を
捧
げ
て
、
敬
虔
な
祈
り
の
中
祭
列
し
、
遥
か
沖
ノ
島
に
祈
り
を
捧

な
が
ら
出
港
、
一
路
沖
ノ
島
を
目
ー
だ
。
｛
典
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
i
げ
た
。

指
し
た
。
一
午
前
十
時
、
沖
津
宮
現
地
大
祭
i
そ
の
後
、
波
止
場
で
沖
・
中
両
宮

約
一
時
間
後
、
沖
ノ
島
の
島
影
一
斎
行
。
御
神
前
に
は
全
国
各
地
の
一
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
の
皆
様
に
よ

が
ぼ
ん
や
り
と
波
間
に
浮
か
ぶ
一
参
拝
者
か
ら
の
御
神
酒
・
奉
献
品
一
り
調
理
さ
れ
た
刺
身
、
煮
魚
、
そ
の

と
、
船
内
よ
り
歓
声
が
上
が
っ
た
。
一
が
お
供
え
さ
れ
、
神
島
宮
司
が
国
一
煮
汁
で
い
た
だ
＜
ソ
ー
メ
ン
に
一

免
同
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
神
の
島

の
一
時
を
過
こ
し
た
。

正
午
過
ぎ
、
参
拝
者
は
各
船
に

乗
り
込
み
沖
ノ
島
を
出
港
、
ゆ
っ

く
り
と
島
を
一
周
し
午
後
二
時
過

ぎ
に
は
全
船
大
島
に
到
着
、
参
拝

者
は
そ
の
場
で
解
散
と
な
り
そ
れ

•
4

・
メ
ぶ
費
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神
宝
館
で
展
示
替
え
実
施

i
ー
十
四
日
の
三
日
間
休
館
し
、
展
示
]

]
替
え
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

―
当
館
で
は
、
当
大
社
に
関
わ
る
文
i

宗
像
大
社
神
宝
館
で
は
、
平
成
．
程
の
ペ
ー
ス
で
展
示
品
の
入
れ
替
え
物
を
通
史
的
に
こ
紹
介
し
て
お
り
、

十
五
年
十
月
に
常
設
展
示
の
リ
ニ
ュ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
回
の
展
示
替
え
そ
こ
に
は
、
宗
像
三
女
神
と
そ
の
神

ー
ア
ル
を
は
か
っ
て
以
降
、
年
に
二
回
：
か
ら
半
年
を
経
た
、
去
る
六
月
十
二
]
を
奉
斎
し
た
宗
像
（
胸
形
）
一
族
の
·

長
い
歴
史
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
]

当
大
社
の
神
体
島
沖
ノ
島
を
崇

め
、
や
が
て
沖
ノ
島
・
大
島
・
田
島
に
一

宗
像
三
女
神
を
祀
り
、
宗
像
地
域
[

を
本
拠
と
す
る
古
代
の
有
力
首
長
·

に
成
長
し
た
胸
形
一
族
は
、
中
世
以
一

降
も
在
地
領
主
、
宗
像
大
宮
司
家
i

と
し
て
地
域
を
統
率
し
て
い
き
ま
し
．

た
。
ま
た
、
祭
政
一
致
を
行
う
中
、
[

独
自
の
優
れ
た
航
海
術
を
活
か
し
一

て
中
国
や
朝
鮮
半
島
と
私
的
交
渉
・

を
行
い
、
一
族
に
大
き
な
繁
栄
を
も
[

た
ら
し
ま
し
た
。
―

戦
国
時
代
に
嫡
流
が
途
絶
え
て
．

宗
像
大
宮
司
家
は
断
絶
し
ま
し
た
一

が
、
江
戸
時
代
も
黒
田
家
の
崇
敬
、

保
護
を
受
け
、
そ
の
後
も
宗
像
―
―
―
女
[

神
へ
の
信
仰
や
祭
祀
は
連
綿
と
続
き
~

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
宗
像
三
女
神
の
i

御
神
威
を
反
映
す
る
御
神
宝
、
中
~

世
以
降
の
一
族
の
動
向
が
う
か
が
[

え
る
文
書
や
美
術
工
芸
品
な
ど
か
一

ら
、
当
大
社
の
由
緒
深
さ
を
紐
解
く
―

展
示
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
是
一

非
こ
来
館
下
さ
い
。
i

各テーマと主な展示品

1 宗像三女神の誕生
2宗像一族の海外交渉
0 宋風狛犬
0 阿弥陀経石

3宗像一族の誕生と国家祭祀

沖ノ島祭祀遺跡出土品
◎金銅香炉状製品（平成19年6月 19 日より）

◎金銅雛形五弦琴
◎金銅高機

4中世の宗像社

〇宗像大社文書（テーマ「社殿の造営」）
5近世の田島宮

三十六歌仙扁額
6辺津宮社殿の造営記録

0 辺津宮本殿置札

7宗像郷土資料（寄託品）
〇色定法師一筆一切経
※◎は国宝、〇重要文化財を指します。

※ 1 階展示室には拝観時間の限られた方の

ために古代から中世までのダイジェスト
展示を設けています。
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開
館
二
年
目
に
突
入
し
た
九
州

国
立
博
物
館
（
以
下
、
九
博
と
表
す
）
。

他
の
国
立
博
物
館
よ
り
秀
で
た
斬

新
さ
を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

飛
躍
を
目
指
し
て
、
特
別
展
、
イ
ベ
ン

ト
、
講
演
会
な
ど
数
多
く
の
企
画
を

日
々
展
開
し
て
い
る
。

去
る
五
月
二
十
一
日
、
「
文
化
交

流
展
示
室
」
一
角
に
設
け
ら
れ
て
い

る
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
陳
列
品
入
れ
替
え
作
業

が
行
わ
れ
た
。
九
博
開
館
以
降
、
当

社
は
半
年
毎
に
様
々
な
沖
ノ
島
神

宝
を
貸
出
、
本
コ
ー
ナ
ー
で
ヤ
マ
ト
政

権
に
よ
る
沖
ノ
島
祭
祀
の
一
端
を
こ

紹
介
し
て
き
た
。
今
回
は
第
四
期
目

の
展
示
に
あ
た
る
。

九
博
の
常
設
展
示
の
舞
台
「
文
化

交
流
展
示
室
」
は
博
物
館
の
顔
と
も

い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
来
は
館

こんどうぎょうようつきつじかなぐ

▲金銅杏葉付辻金具

こんどうか こじようぎようよう

▲金銅絞具状杏葉

蔵
品
を
一
同
に
並
べ
て
館
の
特
色
を

明
示
す
る
場
で
あ
る
が
、
収
蔵
品
の

乏
し
い
同
館
は
方
々
の
所
蔵
品
を
頼

り
借
用
し
て
展
示
を
実
施
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
展
示
の
柱
と
な
る

各
テ
ー
マ
の
括
り
に
お
い
て
主
要
と

な
る
も
の
を
し
ば
し
ば
入
れ
替
え
、

展
示
の
主
眼
を
細
や
か
に
移
し
な
が

ら
、
内
容
の
更
新
を
は
か
る
方
策
を

と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
一
見
す
る
と
、
博
物
館
運

営
に
お
い
て
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う

に
思
え
る
が
、
来
館
す
る
度
に
変
化

す
る
展
示
は
観
覧
者
に
い
つ
で
も
新

鮮
な
情
報
、
空
間
を
提
供
で
き
る
。

こ
こ
に
九
博
の
発
展
の
可
能
性
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

新
た
な
陳
列
品
の
内
容
は
、
ヤ
マ

ト
政
権
の
動
向
を
示
唆
す
る
三
角

て
っ
て
い

縁
神
獣
鏡
、
鉄
鎚
(
1
1鉄の
素
材
）
、

し
ゃ
り
ん
せ
き

車
輪
石
、
朝
鮮
半
島
製
の
馬
具
、
七

色
の
煙
め
き
が
美
し
い
有
孔
貝
製

品
、
様
々
な
形
状
の
土
器
、
鏡
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
と
い
わ
れ
る
滑
石
大
形
円
板

な
ど
、
計
三
十
三
点
。
こ
れ
ま
で
に
引

き
続
き
、
韓
国
竹
幕
洞
祭
祀
遺
跡
出

土
品
と
併
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

今
期
の
出
陳
期
間
は
、
五
月
下
旬

か
ら
十
月
下
旬
ま
で
の
予
定
。
今
ま

で
に
無
く
、
内
容
が
多
岐
に
及
ん
だ

面
白
い
展
示
と
な
っ
て
お
り
、
沖
ノ
島

神
宝
の
特
徴
で
あ
る
内
容
の
豊
富

さ
、
神
道
固
有
の
祭
祀
奉
献
品
の
あ

り
方
、
対
外
交
渉
の
反
映
の
様
子
な

ど
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
沖
ノ
島
の
荘

厳
さ
を
象
徴
す
る
品
々
を
是
非
こ
覧

頂
き
た
い
。

▲箪蘊岩．岩11i
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五
月
二
十
一
日
、
今
年
度
第
一
一
の
佐
伯
秘
書
よ
り
挨
拶
を
賜
わ
り

9
,
•

こ
―
-
i
6

畠
ー
●
、
．
目

1
1

・
・
Iヽ

回
目
の
氏
子
会
総
代
総
会
が
、
安
一
議
事
へ
と
入
っ
た
。

1
i
i
:
;
‘

，
＇
．
ヽ

‘
•
I
l
9

.. 

`
 

部
会
長
以
下
一

0
八
名
出
席
の
下
i
安
部
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
闘
荘
闘
H
い

I
‘ヽ
・
竺
が
3

濯
渇
璽

清
明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
一
て
議
事
の
審
議
に
入
り
、
事
務
局
；
i
！![
l
[

』1

神
宮
並
皇
居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
一
よ
り
平
成
十
八
年
度
氏
子
会
事
業

敬
神
生
活
の
綱
領
を
唱
和
し
、
会
i
報
告
ま
た
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
一

長
・
宮
司
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨
拶
と
一
古
屋
敷
監
事
よ
り
会
計
監
査
を
行

し
て
渡
辺
具
能
国
土
交
通
副
大
臣
―
っ
た
う
え
で
決
算
報
告
に
相
違
が
一

—— 
叶
几
ー

1

な
い
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
全
会
：
；

r

企

一
致
で
承
認
さ
ー
紹
介
が
事
務
局
よ
り
さ
れ
、
全
会

れ
た
。
次
に
平
―
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

成
十
九
年
度
氏
一
次
に
、
氏
子
会
組
織
の
由
来
に

子
会
事
業
計
画
―
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
さ
せ
て

案
・
予
算
案
に
一
頂
き
、
氏
子
会
費
取
纏
め
に
つ
い
て

つ
い
て
事
務
局
一
総
代
皆
様
に
こ
理
解
と
こ
協
力
の

よ
り
説
明
さ
一
お
願
い
が
な
さ
れ
た
。

れ
、
こ
ち
ら
も
一
ま
た
、
六
月
に
開
催
さ
れ
る
氏

全
会
一
致
に
て
こ
す
会
研
修
旅
行
参
加
申
込
み
の
件

承
認
さ
れ
た
。
一
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
多
数
の

次
い
で
、
本
一
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

年
は
任
期
三
年
―
最
後
に
、
本
年
度
よ
り
総
代
・
評

の
役
員
改
選
の
一
議
員
に
新
た
に
就
任
頂
い
た
方
々

年
と
な
っ
て
お
一
へ
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

り
、
先
に
行
わ
一
該
当
者
を
代
表
し
て
田
島
地
区
牟

れ
た
評
議
員
会
·
田
尻
の
清
水
熊
雄
評
議
員
に
宮
司

に
お
い
て
推
挙
ー
よ
り
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
佐
藤
前

さ
れ
た
方
々
の
二
副
会
長
の
閉
式
に
よ
り
総
会
は
閉

氏
子
会
総
代
総
合

\
'
安
部
照
生
会
長
、
続
投
ー

一
総
会
は
、
小
林
栄
二
会
長
を
議

一
長
に
選
出
し
、
議
事
審
議
に
入
り

i
事
務
局
よ
り
平
成
十
八
年
度
事

六
月
三
日
宗
像
大
社
氏
子
青
年
一
業
・
決
算
報
告
並
び
に
吉
武
倫
彦

会
総
会
が
、
当
大
社
斎
館
に
お
い
一
監
事
よ
り
決
算
監
査
報
告
が
行
わ

て
開
催
さ
れ
た
。
i
れ
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
引

一
き
続
き
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
の
説
明
が
事
務
局
よ

り
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
全
員
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
次
に
新
会
員
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
総
会
は
滞
り
無

，
＜
終
了
し
た
。

～
・
神
郡
宗
像
の
氏
子
若
手
の
青
雲

忍
の
志
を
受
け
て
結
成
さ
れ
た
宗
像

大
社
氏
子
青
年
会
も
今
年
で
三
年

一目
を
迎
え
た
。
創
立
当
初
、
そ
の
全

て
が
新
規
事
業
で
難
渋
す
る
事
も

度
々
で
あ
っ
た
が
、
青
年
な
ら
で

は
の
機
動
力
を
発
揮
し
、
諸
祭

典
・
諸
行
事
に
お
い
て
迅
速
果
断

に
活
動
を
拡
げ
て
い
る
。

氏
子
青
年
令

総
合
開
潅

一
会
し
た
。

i
本
年
度
よ
り
新
た
に
こ
就
任
頂
一

一
き
ま
し
た
新
役
員
、
総
代
・
評
議
員
一一

通

一
の
皆
様
に
は
今
後
の
大
社
の
諸
行
一
り

一
事
・
祭
典
等
へ
の
こ
協
力
を
お
願
一
の

~
コ
し

一
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
続
一1
1
1
1
n

]
ト

一
き
総
代
・
評
議
員
を
お
引
受
け
頂
一
は

一
員

一
役

一
い
た
方
々
に
も
更
な
る
お
力
添
え

一
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
＿
新

会長 安部照生（宗像市河東）

副会長 古賀 理（宗像市大島）

// 村田政夫（宗像市鐘崎）

// 大嶋和敏（福津市東福間）

// 石橋定雄（福津市津屋崎）

監事 古屋敷清文（宗像市東郷）

” 城野寅夫（福津市駅東）

” 松井善徳（宗像市吉田）

” 永島繁美（福津市勝浦）
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宗
像
高
等
学
校

「
宗
像
大
社
は
見
守
っ
て
く
れ
る
存
在
」

緑
が
景
色
に
映
え
る
中
、
私
は
久
し
ぶ
り
に
宗
像
大
社
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
へ
来
る
の
は
、
大
体
一
年
に
一
度
、
み
あ

れ
祭
の
時
で
す
。
私
は
女
で
あ
る
以
上
、
海
上
パ
レ
ー
ド
に
参
加
で
き
な
い
の
で
、
御
神
体
を
最
後
ま
で
見
送
る
こ
と
が
叶

い
ま
せ
ん
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、
男
に
生
ま
れ
た
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
高
校
に
入
っ
て
約
一
ヵ
月
。
新
し
い
環
境
の
中
、
ま

だ
周
り
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
勉
強
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
吹
奏
楽
部
に
も
入

り
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
て
い
た
自
分
を
変
え
る
為
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が

ら
机
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
努
力
が
む
く
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
十
月
の
始
め
に
は
宗
像
大
社
を
思

い
出
し
、
自
分
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
存
在
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年

宮
本

愛

筑
紫
高
等
学
校
一

1一
年
佐
々
木
美
奈
（
第
四
十
六
期
生
）

私
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
ま
で
一
週
間
を
切
り
、
私
達
三
年
は
貴
重
な
時
間
を

大
切
に
、
今
追
い
込
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
区
外
受
験
を
し
て
、
不
安
な
気
持
ち
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
中
、
高
校
に
入
学
し
、
中
学
か
ら
し
て
い
た
バ
レ
ー

部
に
入
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
今
ま
で
約
二
年
間
高
校
で
部
活
を
頑
張
っ
て
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
な
に
よ
り
か
け
が
え
の
な
い
『
友
達
』
に
出
会
え
た
こ
と
。
こ
れ
は
部
活
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
高
校
生

活
を
送
っ
て
き
た
中
で
多
く
の
友
達
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
部
活
の
友
達
と
は
よ
り
多
く
の
苦
し
い
こ
と
や
楽
し
い

こ
と
、
喜
び
や
悔
し
さ
も
味
わ
っ
て
き
て
、
励
ま
さ
れ
た
こ
と
が
幾
度
と
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
友
達
な
し
で
は
今
の
自
分

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
受
験
に
切
り
替
わ
っ
て
も
、
高
校
を
卒
業
し
て
も
、
互
い
に
心
の
癒
し
と
な
る
友
達
で
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
部
活
を
す
る
こ
と
で
、
日
々
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
間
を
考
え
部
活
生
と
い
う
こ
と

を
自
覚
す
る
こ
と
で
、
勉
強
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
識
も
自
然
と
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
運
動
部
な
の
で
、
体
力

も
、
精
神
力
も
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
多
少
の
苦
し
さ
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
ね
ば
り
強
さ
も
つ
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
全
て
、
仲
間
と
共
に
、
『
楽
』
だ
け
で
な
く
『
苦
』
を
経
験
し
て
き
た
か
ら
身
に
つ
い
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先

週
行
わ
れ
た
九
州
大
会
予
選
で
は
、
私
の
高
校
の
バ
レ
ー
部
で
初
の
好
成
績
を
残
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
次
の
試
合
で
、
今
ま
で
の
努
力
を
全
て
出
し
き
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
よ
い
結
果
を

残
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
奨
学
金
を
自
分
が
受
け
て
い
る
意
味
を
再
び
考
え
、
次
は
受
験
に
向
け
て
も
精
一
杯
取
り
組
も
う
と

思
い
ま
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

（
第
四
十
八
期
生
）

かたしろ

宗像大社形代について
当大社では、古く一千数百年前から、交通安

全や身体安全を祈って様々な人形・馬形・船形

などがお供えされております。このことは、宗

像大社が道主貴（あらゆる道に通じる最高神）

として多くの人々から篤い崇敬を受けている

永い歴史を物語るものであります。

◆
日
時七

月
三
十
一
日

◆
場
所大

祓
神
事
引
き
続
き
夏
越
祭
斎
行

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
大
祓

神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様
方

の
心
身
の
罪
・
稿
を
人
形
に
託
し
て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、

毎
日
を
無
事
に
過
こ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
祈
り
を
込
め
た
神
事
で
こ

ざ
い
ま
す
。

本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

午
後
五
時
ー

平
成
十
九
年
度

夏
越
の
大
祓
汁

御
案
（
内



7
 

第557号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成19年7月 1 日日曜日

一
た
胸
を
押
へ
て
、
日
本
と
名
乗
り
合
i
で
、
次
第
に
元
気
を
と
り
戻
し
た
。

―
っ
た
。
其
の
他
の
地
を
名
の
る
者
も
一
洋
上
で
、
怪
異
な
光
景
を
目
に

：
あ
り
、
こ
こ
に
乗
船
し
て
い
る
も
の
：
し
た
。
晴
天
に
わ
か
に
か
き
曇
り
、

一
は
、
他
か
ら
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
り
、
一
雷
雨
は
な
は
だ
し
く
起
り
、
一
む

一
捕
え
ら
れ
て
き
た
者
達
で
あ
っ
た
。
一
ら
の
黒
雲
、
海
上
に
ま
い
「
潮
水
磐

[
船
で
お
よ
そ
二
十
余
日
に
し
て
、
幸
]
迫
し
て
、
海
面
凹
字
の
勢
を
な
し
」

立
寄
っ
た
島
で
、
藤
蔵
を
見
か
け
は
、
頭
目
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
か
ば
か
り
、
味
は
美
味
で
あ
っ
た
。
あ
五
郎
が
病
気
に
な
り
亡
く
な
っ
た
。
船
は
は
な
は
だ
危
い
状
態
に
な
っ

た
が
「
ぴ
と
こ
と
」
言
葉
を
か
け
あ
ず
、
直
に
引
き
離
し
て
仕
事
を
さ
る
日
、
黒
坊
数
十
人
が
漁
に
出
か
島
に
小
舟
を
着
け
る
の
で
、
孫
太
た
が
、
黒
坊
た
ち
は
、
た
い
し
て
驚

っ
て
別
れ
た
。
沖
を
走
る
こ
と
三
昼
＿
せ
た
。
孫
太
郎
と
幸
五
郎
の
二
人
i
け
た
く
さ
ん
の
魚
を
獲
っ
て
き
た
。
郎
は
死
骸
を
陸
に
あ
げ
て
埋
め
た
―

v
こ
と
は
な
か
っ
た
。

夜
で
、
大
き
な
島
に
着
い
た
。
川
口
：
は
、
同
じ
船
頭
コ
ロ
ウ
の
と
こ
ろ
で
こ
網
類
を
使
わ
ず
に
、
み
な
手
捕
り
；
ヽ
、
黒
坊
た
ち
に
加
勢
を
頼
ん
だ
一
や
が
て
波
涛
も
次
第
に
お

み
せ
~
―
つ
ば
一

か
ら
三
里
ば
か
り
の
ぼ
る
と
、
ソ
ヲ
使
わ
れ
た
。
こ
の
家
は
表
に
舗
を
で
あ
っ
た
。
孫
太
郎
た
ち
は
、
カ
ラ
が
、
黒
坊
た
ち
は
唾
を
海
に
は
い
さ
ま
り
、
も
と
の
海
に
戻
っ
た
。
（
こ

し
ょ
う
さ

ロ
ク
（
ボ
ル
ネ
オ
島
西
部
一
帯
の
呵
き
、
陶
磁
器
や
蕉
沙
な
ど
を
置
カ
ン
、
ソ
ヲ
ロ
ク
の
間
を
お
よ
そ
一
二
て
、
海
に
投
げ
よ
と
、
と
り
合
わ
な
i
れ
は
竜
巻
で
あ
っ
た
）

称
）
の
湊
に
着
い
た
。
こ
こ
は
五
百
い
て
い
た
。
年
す
こ
し
た
。
い
。
泣
く
泣
く
孫
太
郎
は
、
一
人
で
一

戸
ぐ
ら
い
が
川
ぞ
い
に
あ
っ
て
、
風
コ
ロ
ウ
は
、
毎
日
船
を
出
し
て
翌
年
正
月
は
じ
め
で
あ
っ
た
か
、
近
く
の
海
辺
に
運
ん
で
、
椀
で
砂

~
あ
き
な

俗
は
カ
ラ
カ
ン
と
は
異
な
ら
な
い
。
ー
商
っ
て
い
た
。
載
ん
で
い
る
も
の
は
、
コ
ロ
ウ
は
パ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
（
ボ
ー
地
を
掘
り
埋
葬
し
た
。
孫
太
郎
は
]

我
々
七
人
を
連
れ
て
き
た
舟
人
『

5

胃
‘
も
ろ
こ
し
、
莉
籐
、
恥
参
ル
ネ
オ
の
南
は
し
）
に
貿
易
に
出
伊
勢
丸
十
九
人
（
孫
太
郎
入
れ
て
一

ー
（
な
ま
こ
の
干
し
た
も
の
）
の
類
で
：
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ニ
―
十
人
）
の
仲
間
と
離
れ
ば
な
れ
i

あ
っ
た
。
舟
子
（
か
こ
）
お
よ
そ
二
十
人
、
に
な
っ
た
り
、
死
別
し
て
、
い
ま
幸
，

孫
太
郎
は
水
大
あ
き
な
い
で
、
食
料
を
た
く
さ
五
郎
を
な
く
し
、
と
う
と
う
一
人

1

手
と
し
て
つ
れ
て
ん
積
み
、
孫
太
郎
ら
男
女
三
十
人
、
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
シ

い
っ
た
。
行
く
と
（
男
二
十
二
人
、
女
八
人
）
を
の
せ
ョ
ッ
ク
に
、
し
ば
ら
く
船
中
に
打
臥

こ
ろ
ど
こ
ろ
風
俗
て
、
南
を
め
ざ
し
て
船
を
出
し
た
。
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
病
死
す
る
か

は
同
じ
で
あ
っ
こ
の
時
金
兵
衛
、
市
三
郎
、
貞
次
郎
、
も
知
れ
な
い
と
、
黒
坊
た
ち
も
、
気

た
。
ぴ
ま
な
時
は
、
一
長
太
郎
、
弥
吉
の
五
人
と
別
れ
た
。
口
つ
か
い
、
食
物

近
辺
の
洲
や
渚
へ
：
五
人
は
ソ
ヲ
ロ
ク
に
留
り
、
其
後
、
一
な
ど
を
与
ヘ

漁
に
連
れ
て
い
一
音
信
は
な
か
っ
た
。
一
て
、
介
抱
し

く
。
「
ト
ア
イ
」
と
一
乗
船
し
た
男
女
一
二
十
人
は
、
出
一
て
く
れ
た
の

い
う
巨
蟹
が
多
]
身
も
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
、

く
、
蟹
の
最
も
大
一
は
げ
頭
の
男
が
、
手
に
胸
を
押
さ
へ
i
/

i
 

き
な
の
は
、
そ
の
·
て
、
マ
ニ
ラ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
t

殻
だ
け
で
も
一
尺
一
島
）
と
名
乗
っ
た
。
孫
太
郎
も
、
ま
一

臼
e
)

（続）
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し
一
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田

久

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

父
の
忌
の
法
会
終
へ
た
る
直
会
に
鮎
の
味
ほ
む
生
あ
る
者
は

時
間
は
悲
し
み
を
洗
い
流
す
た
め
に
存
在
し
、
生
あ
る
も
の
は
生
き
る
た

回
め
に
食
ふ
。
上
句
の
ゴ
タ
ゴ
タ
が
気
に
な
る
が
、
い
い
歌
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

六
百
年
社
を
巡
る
大
藤
は
花
房
長
く
か
す
か
に
匂
ふ

黒
木
の
大
藤
を
詠
っ
て
い
る
が
、
二
句
は
「
根
を
張
り
ひ
ろ
げ
」
が
い
い
。
匂
い
も
相
当
強
い

＿
評
一
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
、
少
々
気
に
な
る
。
宮
柊
二
は
越
中
の
大
藤
（
家
持
ゆ
か
り
の

藤
）
を
大
藤
の
む
ら
さ
き
淡
き
花
の
房
幾
百
と
な
く
咲
き
垂
れ
匂
ふ
と
詠
っ
て
い
る
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

娘
と
嫁
に
さ
さ
え
ら
れ
つ
つ
坂
登
る
夫
々
の
墓
に
昔
を
偲
び
ぬ

し
て
代
々
祖
先
を
敬
い
つ
づ
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
「
坂
登
る
」
の
終
止

回
言
な
く
「
登
り
（
て
）
」
の
連
用
形
が
い
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

お
お
く
の
ひ
め
の
み
こ

大
来
皇
女
の
二
上
山
を
見
上
ぐ
れ
ば
女
山
が
男
山
に
雨
に
寄
り
添
ふ

大
津
皇
子
の
屍
を
二
上
山
に
葬
っ
た
時
に
、
市
の
大
来
皇
女
の
詠
ん
だ
「
う
つ
そ
み

ぃ
牧

＿
評
一
の
人
に
あ
る
わ
れ
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
世
と
わ
が
見
む
（
ニ
ー
一
六
五
）
」
を
心

に
し
た
一
首
だ
ろ
う
が
、
結
句
が
や
や
唐
突
、
初
句
を
省
い
て
詠
っ
て
い
い
の
で
は
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

サ
ボ
テ
ン
の
花
の
苔
は
く
れ
な
い
を
内
に
つ
つ
み
て
咲
く
と
き
を
待
っ

酌
呵
0
テ
ン
の
名
が
は
っ
き
り
す
る
と
鑑
賞
が
ま
た
違
っ
て
く
る
の
に
惜
し

宗
像
市
巻
桔
梗

ほ
の
ぼ
の
と
紅
つ
つ
ま
し
く
咲
き
に
け
り
祈
願
殿
わ
き
に
鬱
金
櫻
は

回
麟
”
ぼ
の
」
も
「
つ
つ
ま
し
く
」
も
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
似
通
う
と
こ
ろ
が

ッ
o
o

I
.
F
'
 

一
社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

一 宗
像
市
曲
天
野
玲
子

初
に
逢
う
曾
孫
は
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
抱
か
る
る
胸
よ
り
我
を
窺
う

め
て
曾
孫
と
会
っ
た
時
の
喜
び
と
戸
惑
い
「
抱
か
る
る
胸
よ
り
」
の
胸
は

田
口
の
胸
だ
ろ
う
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
気
に
な
る
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

こ
ん
に
ち
わ
一1
一
度
呼
べ
ど
も
返
事
な
く
老
女
は
無
心
に
庭
い
じ
り
す
る

一
評
i
一
老
女
の
姿
は
ま
た
己
の
姿
か
も
知
れ
な
い
。
老
の
か
な
し
み
の
姿
で
あ
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

山
桜
見
上
げ
る
空
に
二
筋
の
飛
行
機
雲
の
の
び
に
の
び
ゆ
く

＿
評
一
素
直
に
詠
わ
れ
て
い
て
、
素
直
ゆ
え
の
味
わ
い
の
あ
る
歌
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

山
間
の
開
拓
村
の
あ
り
し
跡
黄
彩
に
染
め
て
母
子
草
咲
く

百
一
こ
の
歌
も
ま
た
素
直
で
好
感
が
持
て
る
。
黄
彩
は
黄
色
が
い
い
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

去
年
蒔
き
し
金
魚
草
の
花
咲
き
満
ち
て
心
潤
ふ
朝
の
ひ
と
時

い
労
働
に
天
は
大
き
い
喜
び
を
与
え
給
う
。
下
句
は
「
花
み
な
咲
き
て

o
of
j
叩
と
時
心
潤
ふ
」
の
方
が
、
よ
ろ
こ
び
に
ひ
ろ
が
り
が
出
る
。

宗
像
市
大
島
杉
田
證
子

復
興
を
誓
い
て
御
陣
所
太
鼓
う
つ
街
の
心
の
画
面
に
あ
ふ
る

能
登
の
ど
こ
か
の
街
の
こ
と
か
、
「
街
の
心
の
」
は
一
寸
無
理
な
用
法
。

o
o「
人
の
こ
こ
ろ
の
」
で
い
い
と
思
う
。

宗
像
市
ぴ
か
り
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

五
月
晴
れ
心
の
間
を
吹
き
飛
ば
す
空
を
見
上
げ
て
一
歩
ふ
み
だ
す

挫
折
も
力
と
し
て
常
に
前
進
を
す
る
若
い
人
ら
し
く
、
す
が
す
が
し
い
一
首
。
初

屑
―
句
切
れ
と
な
っ
て
い
る
の
で
三
句
切
れ
で
な
く
、
「
飛
ば
し
」
と
連
用
形
が
い
い
。

い
づ
こ
を
ば
旅
せ
し
人
や
大
き
荷
と

麦
姦
帽
持
ち
春
の
駅
ゆ
く

眠
る
だ
け
眠
ら
せ
て
く
れ
る
ゆ
ゑ
に
ゆ
く

線
路
を
一
っ
超
え
し
理
髪
屋

明
け
ぐ
れ
の
青
葉
の
か
げ
に
嗚
り
い
で
し

木
魚
の
ひ
び
き
吾
が
魂
を
う
つ

ネ
タ
切
れ
に

」
付
、
久
し
ぷ
り

に
愚
息
ネ
タ
で
す
。
現
在
1

歳
6

ヶ
月

で
す
が
、
い
よ
い
よ
彼
も
保
育
園
に
通

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
が
、
初
日
で

風
邪
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
当
初
は

愛
妻
に
仕
事
を
休
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
が
、
肺
炎
と
い
う
こ
と
が
判
明
し

長
引
く
見
込
み
が
出
て
き
た
為
、
小
生

も
神
社
か
ら
急
違
休
み
を
い
た
だ
き

看
病
し
ま
し
た
▼
今
ま
で
長
く
て
半

日
だ
っ
た
愚
息
と
二
人
だ
け
で
過
ご

す
時
間
が
、
日
中
い
つ
ば
い
ま
で
延
長

と
な
り
、
妙
な
緊
張
感
と
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
毎
日
3

時
間
の
点
滴
に
、

食
事
、
お
む
つ
替
え
、
寝
か
せ
る
等
々
、

育
児
の
大
変
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ

ま
し
た
。
も
し
、
こ
れ
が
延
々
と
続
く

と
考
え
る
と
：
·
▼
現
在
は
お
互
い
い

っ
ぱ
い
い
つ
ば
い
な
が
ら
も
、
何
と
か

軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か

の
両
親
が
近
く
に
い
て
く
れ
た
ら
と

か
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
方
は
も
っ
と

大
変
な
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、
い
ろ
い
ろ

考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
充
実
し
て
い

る
と
解
釈
し
て
い
ま
す
▼
嫌
々
皿
洗

い
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
そ
の
横
で
、
愚

息
の
ウ
ン
チ
し
た
お
む
つ
を
微
笑
み

な
が
ら
換
え
る
愛
妻
を
み
て
い
る
と
、

母
親
の
子
供
に
対
す
る
愛
情
と
そ
の

絆
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、

当
大
社
も
含
め
女
性
の
御
祭
神
が
祀

ら
れ
て
い
る
神
社
が
多
い
こ
と
も
納

得
し
て
し
ま
い
ま
す
。
母
は
強
し
、
女

性
は
偉
大
で
す
。

(
M
.
o
)

宗
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